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i

®

時
s

の
進
展
に
伸
つ
て
貿
i

成
は
變
化
し
、.
更
に
又
戰
時
i

Q

强
化
は
貿
易
政
策
の

急

變
を
齋
し
た
。

.か
く
て

戰
時 

貿

具
政

策

は|
g

時n

制
の
.

一

環
と
.し
て
極
め
て
.重
耍
な
問
題
と
な
る
に
至
'つ
た
の
で
ぁ
る
。
從
つ
.て
そ
れ
に
關
す
る
.研
究
も
か
な
り 

進
め
ら
れ
た
。
餅
し
乍
ら
跟
し
て
そ
の
充
分
な
る
檢
时
が
行
は
れ
て
ゐ
る
で

あ
ら
ぅ
か

0
:最

近
，

に
於
け
，

る
日
本

戰
時
貿

越
政
策
に
蘭
す 

-

る
二
三
の
文
獻
を
舉
げ
て
、
そ
の
若
干
の
論
評
を
試
み
る
と
と
.
す̂
る0

目
に
觸
れ
た
二
三
を
示
せ
ぱ(

敬
稱
ゆ
ン 

...
览
崎
総
編「

戰
時
體
制
と
.貿
愿
政
策」

.

\
 
. 

■ 
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■

.木
村
滑
太
郞
著「

職
時
：

m

本
貿
易
論y

 

,

,
-

.平
鳥
彌
五
郞
著「

日
本
戰
時
賈
易
論J 

■ 

.

平

野

常.治

箸

：

「

戦

時

貧N
勿

統

制

と.輸

出

振M
ハ」

: 

'

-つ
中
弁
省
.三
著
.3旧
本
戰
時
賈
息
政
策
論
し
. 

..’ 

.

.

:

- 

、

.
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, 

‘
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‘

M

れ
以
外
S

激

豐

に

，關
す
る
個
別
的
研
究
と
か
、
或
ひ
はr

般
戰
時
經
濟
政
策
の
著
書
の
中
で
貧
愿
政
策
に
付
：て
胸
れ

て

.ゐ
る 

も
の
もr：；

ノ
く
な
5
0
更
に
ハ
.ン
フ
レ
ッ
ト
'類
.雜S

i

論
文
は
極
め
て
.多
，

S
。

を
れ
等
を
悉
く
味
す
る
紙
敷
を
持
た
な

レ
か
ら
し
て
、

戰 

.
r奴
，近

に

於

け

る
：！！ .

本

載

時

賈

易

跃

策

論

.，

Q..

展

望
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最
近
に
.於
け
る
M
本
戰
.時
賛
易
政
策
諭
の
展
望
：
 

• 

1:

ニ一.0 

(

八
七
六
.

)

時
貿
揚
政
策
の
全
般
を
論
じ
た
右
の
諸
著
書
の
み
を
採
り
よ
げ
る/J

と
、
す
る
‘。
：

- 

,

.

.

ス 

1

國
の
貿
愿
現
象
が
、
そ
の
時
に
於
け
る
國
民
雜
濟
-の
構
造
を
反
映
す
る
と
と
は
云
ふ
迄
も
な
s
o
.
’
日

本

戰

時

貿

易

は

"

，
日

本

經

濟
 

の
特
殊
性
に
依
つ
.て
制
約
さ
れ
る
と
共
に
.、
戰
時
經
濟
の
機
構
に
依
<
て̂
規
定
さ
れ
る
。
戰
時
貿
易
政
策
を
論
す
る
場
合
，
先
づ
之
等 

の
點
を
め
味
す
る
ど
と
は
至
當
で
あ
る
プ

右
の
請
箸
に
於
て
も
、「

日
本
産
業
の
構
成
と
外
國
貿
易
し(

豐
崎)

、「

我
が
國
民
經
濟
の
他
律
的
制
約」

「

本
邦
産
業
貿
易
の
特
殊
性」 

「

戰
時
體
制
下
の
貿
慕
の
重
要
性
し(

木
村〕
、
/
:戰
時
經
濟
に
於
け
る
外
國
貿
慕
の
役
割
S
本
邦
貿
易
の
特
質
と
發
展
の
動
向」

(

平
尾)

、 

「

日
本l

i

業
の
發
展
と
貿
易
構
成
の
纏
革
し(
平
野)

、「

日
本
貿
慕
の
概
觀
と
我
國
戰
時
貿
易
の
特
殊
性
し(

中
弁)

と
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ

る
。
：
'

‘ 

■
 

-

パ

:

ぃ
，

.

.

-

'

次
い
で
，多
く
の
著
書
で
は
、
戰
時
體
制
に
伴
ふ
戰
時
貿
易
政
策
の
制
度
的
變
遷
が
取
极
は
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ぱ「

戰
時
體
制
の
進
展 

と
貿
易
統
制
し(

豐
崎)

、「

準
戰
時
貿
易
ょ
ゎ
戰
時
貿
易
へ
の
’轉
換X

木
村)

、「

準
戰
、
戰
時
體
制
下
の
貿
易
統
制
し(

平
尾
..

〕

，r

準
戰
時 

體

制

下

の

貿

易

統

制

」
「

戰

時

體

制

下

の

貿

為

統

制

」(

平

野0等
。
：
，. 

.

.

.

，
，....： 

.，，
,
：

之
等
の
論
述
は
槪
ね
制
度
の
羅
列
に
終
始
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
に
於
て
理
論
的
問
題
は
生
じ
な5

。

た
t
そ
の
說
明
に
精
粗
の
塞 

異
あ
る
と
と』

、
準
戰
時
ょ
り
戰
時
へ
の
轉
換
期
を
ど
と
.に
求
め
る
か
の
相
違
が
あ
る
に
過
ぎ
な
レ
。
後
者
に
關
し
て
は
、
.大
體
支
那 

事
變
の
勃
發
を
轉
期
と
し
、
制
度
上
に
於
て
は
、
戰
時
經
濟
立
法
た
る「

輸
想
入
品
等
に
關
す
る
臨
時
措
置
に
關
す
る
法
律」

に
.求
め
る 

の
が
受
當
で
あ
ら
ぅ
。

.

さ
て
戰
時
貿
慕
政
策
の
基
本
的
分
新
で
あ
る
が
、
.此
の
點
に
關
し
て
は
論
者
：に
ょ
り
そ
の
取
扱
ひ
は
同
じ
で
な
レ
。
俳
し
お
の
諧
著 

書
を
通
讓
す
る
と
と
に
依
っ
て
、
大
體
次
の
三
つ
の
點
に
要
約
し
得
る
。
筆
者
も
そ
れ
が
現
時
の
日
本
戰
時
貿
易
政
策
の
最
も
重
/要

な
問
題
て
あ
る
と
.考
へ
る
。
卽
ち(

一

じ
戰
時
貿
易
統
制
；の
.
間
题
ズ4

 0

圓
プ
.

ロ.
ッ
ク
貿
囊
策
の
間
題
、：(

三)

世
界
S

と
貿
易
政
策 

の
間
題
で

t

o

次
に
そ
の
各
々
に
付
て
、
：
少
し
く
論
評
を
試
み
る
こ
と
、
.す
る
。

- 

:

.戰
時
f

 

M

の
一
義
的
目
標
が
S

資
材
の
輸
入
に
，
I

こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
更
にt

歩
を
.

.

そ
の
軍
需

と

が

ハ

り

§

で
f

從
つ
て
戰
時
貿
易
統
制
"

b

一
撒
'

^

、

主

と

し

て

.

輸
出
部
面
に
見
出
さ
れ
る
。
前
揭
の
著
書
で
は
そ
の
說
明 

.力
大
體
リ
ン
ク
S

を

懷

乃

S

替
に
？

さ
れ
て
I

。
例
へ
，ば
、「

S

I

る
戰
時
體
制
の
I

題」

と
し
て
物
償
騰
貴
の
樣 

村
、
物
I

貴
と
輪
m
贸
易
の
障
害
、
物
償
對
策
の
發
展
、
消
費
規
正
の
S

、
事
變
下
物
償
非
常
對
策
.の
，基
本
等(

木
村)

、
：.

「

.リ
ン 

ク
制
貿
囊
制
策
の
意
f

發

展

」
「

商

品

別

リ

ン

ク

制

の

I

と

成

果

：
；

(

平
5

、「

輸
出
振
興
策
と
し
て
の
物
慎
統
ザ(

平
野
‘

)

、
 

「

輸
m
入
，リ
ン
メ
制
批
制」

r

⑩

償

對

策

，
^
輸

出

振

興

方

策

」
(

中

井〕

等

で
あ
る
。

， 

.

-

.

.吾
國

輸m

l

の

特

殊

性

が

そ

の

.原

料

を

輸

入

す

る

點

に

f

.、一戰

時

體

制

の進
展
に
伴
つ
て

國

內

ィ

ダ

フ

レ

.I
,シn

r

ン
，
の

可

能

他 

力
ま
る
と
と
か
ら
し
て

.

日
本
戰
時
輸
出
對
策
と
し
て
リ
ン
夕
制
度
.と

物

慎•
爲
替
間
體
は
極
め
.，
て

霉

耍

で

あ

る

。

從

つ

て

こ

，

-i

を
' 

採

り

上

げ

る

の

は

、
，
常

を

得

S

置
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
戰
時
貿
i

制
の
基
本
的
問
題
と
し
て
、
右
の1

1

つ
.に

の

み

.
服

る

と

と

は

果
 

し

て

正

鶴

を

得

た

も

の

で

あ

ら

ぅ

か

。

筆

者

は

、こ

れ

に

對

し

：
て

.多

大

の

疑

問

を

有

す

る

，
も

の

で

，

^

り
、
多
く
の
論
者
が
殆
ん
ど
此
の
斬 

a

上

に

分

析

を

進

め

て

な

か

、こ

と

S

し

て

遺

憾

に

感

す

る

次

第

で

t

o
 

.
戰

時

輸

出

政

策

現

實

の

問

題

と

し

て

、
は

、

た

し

か

，に

右

の 

1
1

駆

に
.於
.て
著
し
い
。
併
し
乍
ら
戰
時
輸
W

政
策
の
i

的
間
題
は
、
寧
ろ
他
に
I

.

。
、

a

•者
は
そ
.の
i

i

の
機
會
に
展
開
す
る 

用

す

あ

る

力

ら

し

て
•
^處
で
は
た
备
題
を
提
起
す
る
に
止
め
，̂
9
0
‘端
的
に
：ーf
^へ：ぱ
戰
時
5

從
ウ
，て
輸
岀
^

は
.統

由

の

相

刺

と

、

.

と

れ

を

如

何

に

克

服

资

ま

よ

i

點

に

戰

時

體

制

の

：地

磐

は

、
變

質

さ

れ

て

ゐ

る

と

.は
云
へ
依 

S

:

に

於

け

参

：
：
！
ネ

戰

1

S

策
f

展
.輩
‘ 

. 

5

 

! 

{
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，'旅

近
.に
#

け
：る
.；

=

本
嫩f

:

貿
易
政
榮
論
の
廣
望
 

• 

’
一
ニ
一
ニ

 

(

八

七

八〕

想
と
し
て
資
本>

}
f

義

，輕

濟

で#

る
.0.
然
.る
‘限

セ

企

業

活

動の
原

動

力

は

利

潤
.に

あ

；り.、

を

の

を

め

に

，は
：

P

由

を
.必

，要

と

す

る0:
赞

振
 

與
.
の
港
礎
は
云
ふ
迄
も
な
く
#

出商
？？

至
輸
出
産
業
の
‘發
展
に
あ
り
.、
そ
れ
ら
.
に
右
め
前
提
が
充
さ
れ
て
.始
め
て
.可

能

で

，あ

る

。
.國

內 

滅
.液
‘は

戰

時

統

制.
の

全

面

的

進

展

に

.依

つ

V

修

を

受

け.
る
，け

れ

ど

，も

，、
：輸

出

部

：面

に

あ

つ

て

は

：利

潤

：統

制

.の
間
題
は
鬼
も
.釣
と

.
^

て
、 

.

.原
料
の
亩S

な
る
輸
入

i

f

品
.
.の
：自
#

な
.る
輸
出
は
不
可
欠
.の

條

件

で

：あ

る

。

然

る

に

他

方

：に

於

.て

.戰
時
.統
制
の
：r

環
と
し
.ズ
輸
m

統 

制
.
の
强
化
が
‘耍
請
さ
れ
v
^

ゐ
.̂

9
。
此
の
^
3
1由
>
^

統
制
と
.
の
相
刺
化
最
も
董
耍
な
問
题
が
伏
在
す
る
。

•

:
S
i

に
利
潤
棘
制
と
關
聯
し
.

V
-
-
#

出

振

興

め

，問

題

が

あ

1
9。

貿
易
絲
制
の
.1

元
化
に
伴
つ
て
.、
統
制
め
生
體
が1

點
に
集
中
さ
れ
、
例 

i

ぱ
綿
製
ロg

に
於
て
は
勒
績
會
社
"
生
糸
'に
於
て
は
輸
出
問
屋
が
そ
れ
ぐ
：輸
W
統

制

の

，主

體

と

な

，つ

た

。

輸

出

振

興

を

必

要

と

す

る
 

な
ら
试
と
れt

主

體

：に.刺g

を
許
容
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
：S。

然
る
に
他
方
に
於
て
利
潤
統
制
め
進
展
が
不
可
避
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

グ
ご
の
下
め
部
面
へ
の
轉
が
行
は
れ
、
ツ
シ
ャ
ル
グ
ン
ピ
.
ン
グ
的
傾
向
が
促
進
さ
れ
る
。
併
し
乍
ら
戰
時
經
濟
に
あ
.
つ
て
は
、

一

般
消 

费
財
都S

：

の
抑
制R

依
.つ

メ

シ
ャ
ル
ダ
.
ン
ピ
.ン
グ
の
.限
得
は
，逸
早
く
當
來
す
る
。
此
處
に
戰
時
貿
凝
政
策
の
解
決
す
べ
き
最
も
困 

難
な
問
題
が
あ
，る
。
而
し
て
と
れ
が
解
決
の
方
向
と
し
て
、
輸
出
産
業
機
構
.の
編
成
替
に
依
つ
，て
、
生
産
技
術
の
發
展
と
合
理
化
を
以 

て
ソ
シ
ャ
ル
•

ダ
ン
ピ
シ
グ
的
傾
向
に
代
位
す
る
；̂
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
そ
の
と
と
は
軍
需
生
産
部
門
.
と
輸
出
産
業
の
生
淹
財
部E

：

と 

の
調
胳
と
，®

ふy

と
.に
歸
着

.
^

、.
.そ
れ
は
生
産
み
問
题
.で
あ
り
旣
に
貿
具
政
策
.の
限
探
を
越
え
る
；

J

と

，に

な

る

？
，

さ
て
次
に
圓
グn

ッ
ク
輸
出
問
題
で
あ
る
ゾ
.此
$
,
點
，に
關
t
て
は
、「

日
滿
貿
易
.の
發
展」

..

「

支
那
貿
易
め
賈
相
S
日
滿
ま
貿
易
振
興
の 

基
底
/
對
圓
プ
せ
ッ
ク
諸
國
輸
出
制
服
問
題」 (

木
村)

、r

l
新
秩
序
.と
.經
濟
封
’鎮
問
題
1(

，平
尾
：

)

、っ
圓
プJ1

ッ

タ

輸

出

制

服

間

題

，

」(

平 

野)

、「

圓
プ
セ
ツ
ク
輸
出
調
整
の
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